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中

村

耕

作
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七
社
宮
遺
跡
の
顔
面
付
注
口
土
器
を
理
解
す
る
た
め
の
試
論 

︱

一　

顔
身
体
土
器
研
究
の
方
向
性

　

福
島
県
浪
江
町
七
社
宮
遺
跡
で
は
顔
面
装
飾
が
付
さ
れ
た
注
口
土
器
が
出
土
し
て

い
る
。
本
例
は
、
大
洞
Ａ
式
と
い
う
点
、
注
口
土
器
の
胴
部
両
面
に
一
対
の
顔
が
表

現
さ
れ
て
い
る
点
、
逆
位
で
出
土
し
た
点
と
い
っ
た
特
徴
が
丁
寧
に
報
告
さ
れ
て
い

る
が（
大
竹
編
一
九
九
八
、
野
坂
二
〇
〇
八
）、
い
ず
れ
も
類
例
は
な
く
孤
高
の
存
在
で

あ
る
た
め
、
具
体
的
な
位
置
づ
け
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
顔
身
体

土
器
の
研
究
の
方
向
性
を
整
理
し
て
筆
者
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
東
北
を

中
心
と
し
た
晩
期
の
顔
身
体
土
器
の
変
化
を
モ
デ
ル
化
し
、
七
社
宮
例
に
適
用
す
る

こ
と
を
試
み
る
。

　

縄
文
土
器
に
顔
が
付
さ
れ
る
例
の
あ
る
こ
と
は
、
明
治
期
よ
り
知
ら
れ
て
き
た
。

特
に
、
中
期
の
勝
坂
式
の
「
顔
面
把
手
」
の
例
が
多
く
、
前
後
の
時
期
を
含
め
た
関

連
資
料
に
も
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
か
ら
多
数
の
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
次
い
で
事
例
が
多
い
の
が
後
晩
期
で
、
勝
坂
式
と
比
べ
る
と
時
期
・
地
域
の

幅
が
広
い
が
、
特
に
青
森
県
を
中
心
に
集
成
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
こ

う
し
た
地
域
文
化
で
は
な
く
、
時
期
・
地
域
を
問
わ
ず
に
総
合
的
に
論
じ
る
も
の
も

あ
る
。
以
下
、
研
究
の
方
向
性
を
示
し
た
代
表
的
な
論
考
を
確
認
し
た
上
で
、
筆
者

の
立
場
を
示
し
た
い
。

渡
辺
誠
の
「
死
と
再
生
」
論

　

縄
文
時
代
の
顔
身
体
土
器
を
最
も
精
力
的
に
検
討
し
た
の
は
渡
辺
誠
で
あ
る
。
吉

本
洋
子
と
共
同
の
深
鉢（
吉
本
・
渡
辺
一
九
九
四
・
一
九
九
九
・
二
〇
〇
四
・
二
〇
〇
五
、
渡

辺
一
九
九
二
・
一
九
九
五
）、
釣
手
土
器（
一
九
九
五
・
二
〇
〇
二
）、
足
形
装
飾（
一
九
九
七

ａ
、
二
〇
〇
二
）、
注
口
土
器（
一
九
九
八
ａ
）、
舟
形
口
縁
付
注
口
土
器（
渡
辺
一
九
九
八

ｂ
）、
香
炉
形
土
器（
一
九
九
八
ｃ
）、
動
物
内
蔵
土
器
・
狩
猟
文
土
器（
二
〇
〇
三
）、

有
孔
鍔
付
土
器（
二
〇
〇
四
ａ
）、
浅
鉢（
二
〇
〇
八
ａ
）、
壺（
二
〇
〇
八
ｂ
）と
器
種
別

に
集
成
を
行
い
、
最
終
的
に
八
〇
三
例
を
集
め
た
。
こ
の
中
に
は
未
報
告
資
料
や
そ

れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
例
も
多
く
、
資
料
的
価
値
は
高
い
。

　

渡
辺
の
研
究
の
特
徴
は
、「
人
面
・
土
偶
装
飾
付
土
器
」
と
総
称
し
、
顔
が
つ
か

な
い
土
器
や
土
偶
そ
の
他
を
含
め
て
本
質
的
に
は
「
死
と
再
生
」
と
い
う
観
念
に
も

と
づ
く
も
の
と
す
る
点
で
あ
る（
渡
辺
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
一
・
二
〇
〇
四
）。
そ
の
根
拠

は
、
上
記
の
う
ち
、
深
鉢
に
お
け
る
マ
ム
シ
装
飾
や
石
棒
と
の
セ
ッ
ト
関
係
や
、
出

産
文
土
器
や
足
形
装
飾
付
事
例
に
よ
る
出
産
イ
メ
ー
ジ
に
も
と
づ
く
女
神（
母
神
）と

す
る
解
釈
、
底
を
抜
く
事
例
を
「
死
は
豊
か
な
再
生
の
前
提
」
と
す
る
解
釈
に
も
と

づ
く
。
食
＝
深
鉢
を
中
心
に
、
中
期
以
降
、
灯
＝
釣
手
土
器
、
酒
器
＝
双
口
土
器
・

注
口
土
器
等
が
加
わ
る
こ
と
、
後
期
以
降
に
漁
撈
・
植
物
食
技
術
と
と
も
に
西
日

本
ま
で
伝
播
す
る
こ
と（
渡
辺
二
〇
〇
八
ａ
）、
な
ど
歴
史
的
説
明
も
加
え
て
い
る
が
、
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全
体
と
し
て
は
、
人
類
に
普
遍
的
な
旧
石
器
文
化
に
発
し
た
「
死
と
再
生
」
の
観
念

（「
第
１
の
母
神
信
仰
」）が
、
植
物
の
死
と
再
生
が
顕
著
な
四
季
を
持
つ
落
葉
広
葉
樹

帯（
東
日
本
）で
発
達
し
た
「
第
２
の
母
神
信
仰
」
の
中
で
の
様
々
な
表
現
形
式
と
説

明
し
て
お
り
、
そ
の
思
想
は
日
本
文
化
ま
で
継
承
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
総
括
論
考
に
先
立
つ
『
七
社
宮
』
で
の
論
考
で
は
「
人
面
付
注

口
土
器
」
を
、
注
口
土
器
、
注
口
を
持
た
な
い
双
口
・
環
状
土
器
な
ど
を
含
め
た
器

形
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
従
来
「
珍
品
」
と
さ
れ
個
別
に

論
じ
ら
れ
て
き
た
諸
例
を
体
系
的
に
理
解
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。

小
杉
康
の
「
歴
史
的
達
成
事
項
」
論

　

小
杉
康（
二
〇
〇
六
）は
、
山
梨
県
津
金
御
所
前
遺
跡
の
「
出
産
土
器
」
の
よ
う
な

顔
が
つ
い
た
土
器
を
一
般
論
的
に
「
身
体
メ
タ
フ
ァ
ー
」
と
位
置
づ
け
る
の
で
は
な

く
、
ま
た
、
縄
文
土
器
・
縄
文
世
界
全
体
の
本
質
論
的
検
討
で
は
な
く
、
具
体
的
な

造
形
の
変
化
の
中
で
の
歴
史
的
達
成
事
項
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
即
ち
、

具
体
的
な
変
化
過
程
に
お
け
る
土
器
の
認
識
と
造
形
の
関
係
を
問
題
と
し
た
。

　

ま
ず
、
土
器
口
縁
上
に
一
単
位
の
「
顔
面
把
手
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
前
提
と
し

て
、
波
状
口
縁
の
成
立
と
そ
れ
を
も
と
に
し
た
土
器
器
面
の
分
割
、
正
面
性
の
獲
得

が
論
じ
ら
れ
る
。
次
い
で
諸
磯
ｂ
式
期
の
四
単
位
波
状
口
縁
上
の
獣
面
突
起
に
よ
っ

て
「
見
返
す
相
対
的
な
正
面
性
」、
獣
面
が
一
か
所
と
な
っ
た
五
領
ヶ
台
式
期
の
事

例
で
「
絶
対
的
な
正
面
性
」
と
「
身
体
の
メ
タ
フ
ァ
ー
」
が
獲
得
さ
れ
、
最
終
的
に

井
戸
尻
式
期
の
「
顔
面
把
手
付
土
器
」
へ
と
展
開
す
る
と
い
う
整
理
で
あ
る
。

　

但
し
、
翌
年（
小
杉
二
〇
〇
七
）に
は
狢
沢
式
期
の
顔
面
と
半
捻
突
起
が
交
互
に
四

単
位
表
現
さ
れ
る
事
例
を
挙
げ
て
、
五
領
ヶ
台
式
期
に
一
挙
に
絶
対
的
な
正
面
性
を

獲
得
し
た
と
い
う
評
価
を
撤
回
し
、
二
つ
の
顔
を
持
っ
た
も
の
を
「
二
つ
の
見
返
す

相
対
的
な
正
面
性
」
と
い
う
中
間
的
過
程
に
位
置
づ
け
た
。
さ
ら
に
、
口
縁
部
直
下

の
無
文
帯
の
成
立
に
よ
り
、
顔
面
と
体
躯
が
切
り
離
さ
れ
、
分
離
・
省
略
・
入
れ
替

え
・
表
裏
反
転
な
ど
を
具
体
的
に
指
摘
し
、
こ
う
し
た
造
形
手
法
に
よ
っ
て
、
多
種

多
様
な
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
が
生
み
出
さ
れ
る
中
で
、
い
わ
ゆ
る
顔
面
把
手
付
土
器
・
蛇

体
把
手
付
土
器
・
そ
の
他
の
人
体
文
土
器
な
ど
が
出
現
し
た
と
論
じ
て
い
る
。

谷
口
康
浩
の
「
社
会
ド
メ
ス
テ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
論

　

谷
口
康
浩（
二
〇
二
一
）は
石
棒
と
土
偶
を
中
心
に
「
観
念
技
術
」
に
よ
る
「
社
会

ド
メ
ス
テ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
論
じ
た（
即
ち
社
会
形
成
に
お
け
る
儀
礼
の
役
割
を
論
じ

た
）近
著
の
一
章
を
「
土
偶
と
縄
文
土
器
」
に
充
て
、
初
出
論
文（
谷
口
二
〇
一
一
）を

大
幅
に
拡
充
し
た
。
そ
こ
で
は
土
器
を
、「
情
報
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
伝
達
す
る
社

会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
媒
体
と
し
て
の
性
質
が
強
く
滲
み
出
て
い
る
」と
し
て
、

土
器
の
造
形
や
文
様
の
図
像
学
的
研
究
を
通
じ
た
縄
文
人
の
心
や
観
念
形
態
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
但
し
、
図
像
の
意
味
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、「
観

念
的
に
構
成
さ
れ
秩
序
づ
け
ら
れ
た
世
界
を
主
体
的
に
創
り
出
し
て
い
た
」
こ
と
を

評
価
し
、
そ
れ
が
物
質
化
さ
れ
た
象
徴
・
儀
礼
が
社
会
・
文
化
の
形
成
に
ど
の
よ
う

な
役
割
・
作
用
を
果
た
し
て
い
た
の
か
を
重
視
す
る
も
の
で
、「
人
間
性
の
確
立
・

深
化
の
史
的
考
察
」
と
い
う
学
術
的
意
義
を
表
明
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
中
期
に
お
け
る
地
域
色
の
高
ま
り
・
折
衷
土
器
の
共
存
・
文
様
の

記
号
コ
ー
ド
化
か
ら
土
器
文
様
の
象
徴
性
が
鮮
明
に
な
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
土
偶

と
土
器
の
造
形
的
融
合
に
話
を
進
め
る
。
中
期
中
葉
を
中
心
に
、
晩
期
ま
で
の
融
合

例
を
紹
介
す
る
が
、
谷
口
の
議
論
に
特
徴
的
な
の
は
単
に
顔
の
表
現
だ
け
で
な
く
、

腕
の
ポ
ー
ズ
、
膨
ら
ん
だ
器
形（

≒

妊
娠
し
た
腹
部
）、
中
空
性
な
ど
、
身
体
全
体
へ

の
意
識
を
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

鈴
木
正
博
の
「
地
域
社
会
の
象
徴
的
な
構
成
基
盤
」
論

　

鈴
木
正
博（
一
九
八
九
）は
土
偶
の
系
列
・
編
年
的
研
究
に
際
し
て
、
顔
面
付
土
器

を
用
い
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
大
宮
台
地
の
晩
期
の
「
人
面
文
土
器
」
を
詳
細
に
検

－ 188 －

顔身体土器群の変遷モデル



討
し
た（
鈴
木
二
〇
一
二
ａ
・
ｂ
）。
鈴
木
の
土
器
・
土
偶
研
究
は
、
時
期
の
み
な
ら
ず

系
列
の
徹
底
的
な
型
式
学
的
細
分
に
よ
っ
て
、
同
時
期
の
諸
系
列
の
社
会
的
関
係
性

を
検
討
す
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、「
人
面
文
土
器
」
に
つ
い
て
も
、
地
域
社
会
の
拠

点
集
落
に
お
け
る
象
徴
的
な
構
成
基
盤
と
位
置
づ
け
て
諸
属
性
の
分
析
を
行
い
、
地

域
内
で
の
拠
点
集
落
間
の
関
係
や
異
系
統
集
団
と
の
関
係
、
そ
の
受
容
や
継
承
の
あ

り
方
な
ど
に
論
を
及
ぼ
し
て
る
。

中
村
の
カ
テ
ゴ
リ
認
識
・
象
徴
操
作
・
身
体
性

　

筆
者
も
上
記
の
諸
研
究
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
カ
テ
ゴ
リ
認
識
・
象
徴
操
作
・
身

体
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
顔
身
体
土
器
を
含
む
土
器
の
儀
礼
利
用
や
象
徴
性
を
論

じ
て
き
た
。
基
本
的
な
立
場
と
し
て
は
、「
人
面
・
人
体
」
の
語
は
避
け
顔
身
体
の

語
を
用
い（
こ
の
語
は
、
筆
者
が
公
募
研
究
に
参
加
し
た
科
研
費
新
学
術
領
域
「
顔
身
体
学
」

か
ら
得
て
い
る
）、
渡
辺
の
現
地
調
査
を
含
め
て
徹
底
し
た
集
成
を
行
う
こ
と
、
鈴
木

の
土
器
を
用
い
る
利
点
を
活
か
し
可
能
な
限
り
の
時
期
・
系
統
の
細
分
を
行
う
こ
と
、

小
杉
の
象
徴
的
思
考
に
も
と
づ
く
変
化
を
想
定
す
る
こ
と
、
谷
口
の
社
会
的
・
歴
史

的
意
義
を
重
視
す
る
こ
と
な
ど
を
心
掛
け
て
い
る
。
縄
文
時
代
の
中
で
明
瞭
な
事
例

が
一
定
数
出
現
す
る
時
期
・
地
域
は
、
五
領
ヶ
台
式
～
勝
坂
式
、
円
筒
上
層
ｄ
～
ｅ

式
・
大
木
７
ｂ
式
、
大
木
10
式
～
十
腰
内
Ⅰ
式
、
瘤
付
土
器
～
晩
期
な
ど
限
ら
れ
て

お
り（
動
物
装
飾
は
除
く
）、
そ
れ
ぞ
れ
顔
の
表
出
手
法
や
土
器
の
器
種
・
部
位
な
ど

で
特
有
の
表
現
型
を
と
る
。
出
現
背
景
や
役
割
、
あ
る
い
は
土
器
の
意
味
な
ど
に
も

差
異
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ（
中
村
二
〇
一
四
）、
こ
れ
以
外
の
土
器
に
も
潜
在
的
・

抽
象
的
に
顔
が
認
識
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も（
石
井
二
〇
一
一
）、
個
々
の
時
期
・
地

域
の
類
型
を
認
識
し
、
土
器
お
よ
び
土
器
以
外
の
要
素
の
変
化
と
の
関
係
な
ど
ロ
ー

カ
ル
な
脈
絡
の
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
個
々
の
歴
史
的
な
変
化
の
中
で
の
顔
身

体
装
飾
の
顕
在
化
の
意
味
や
、
道
具
立
て
の
意
味
、
時
期
の
特
性
を
理
解
す
る
上
で

欠
か
せ
な
い
。

　

カ
テ
ゴ
リ
認
識
と
は
、
器
形
・
文
様
・
使
用
痕
跡
・
出
土
状
況
な
ど
の
諸
属
性
の

つ
な
が
り
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
、
当
時
の
人
々
の
分
類
概
念
の
一
端
を
復
元
し
よ
う
と

し
た
概
念
で
あ
る
。
例
え
ば
、
堀
之
内
２
式
～
加
曽
利
Ｂ
１
式
と
い
う
同
一
の
土
器

様
式
を
用
い
な
が
ら
も
、〈
西
南
関
東
―
注
口
土
器
・
鉢
―
副
葬
〉
と
、〈
中
部
高
地

―
浅
鉢
―
被
覆
葬
〉
と
い
う
対
比
的
な
関
係
性
を
見
出
し
た
こ
と
に
発
す
る
も
の
で

（
中
村
二
〇
一
三
）、
器
種
の
本
来
的
機
能
と
は
別
の
論
理
に
よ
る
象
徴
的
な
認
識
を

論
じ
る
視
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
、
後
期
中
葉
～
後
葉
の
注
口
土
器
・
香
炉

形
土
器
の
変
化
を
、
異
形
化
・
顔
身
体
化
と
い
う
複
雑
化
の
過
程
と
し
て
説
明
し
た

（
中
村
二
〇
一
七
・
二
〇
二
一
）。

　

象
徴
操
作
と
は
、
機
能
的
に
不
必
要
な
造
形
、
顔
面
装
飾
や
底
部
の
打
ち
欠
き
、

副
葬
・
被
覆
葬
行
為
な
ど
、
製
作
～
廃
棄
の
各
段
階
で
の
合
理
的
説
明
の
つ
か
な
い

取
り
扱
い
で
あ
る
。
釣
手
土
器
の
出
現
に
お
い
て
顔
面
把
手
の
顔
面
部
分
の
打
ち
欠

き
が
関
わ
る
と
い
う
古
く
か
ら
の
推
測
を
改
め
て
論
じ
た
際
に
、
深
鉢
と
釣
手
土
器

と
い
う
一
見
別
種
の
道
具
の
関
係
性
を
説
明
し
た
り
、
石
棒
と
対
置
す
る
に
あ
た
り

舟
形
口
縁
付
注
口
土
器
の
突
出
部（
把
手
部
・
注
口
部
）を
打
ち
欠
く
こ
と
で
男
女
の

性
象
徴
を
表
現
し
た
と
解
釈
す
る
際
に
用
い
て
い
る（
中
村
二
〇
一
三
・
二
〇
一
九
）。

　

身
体
性
は
、
こ
の
象
徴
操
作
の
議
論
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
が
、
他

に
、
土
器
全
体
を
全
身
像
と
解
釈
で
き
る
例
、
あ
る
い
は
中
期
に
お
い
て
脚
部
・
臀

部
の
省
略
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
方
向
性
が
認
め
ら
れ
る
例
な
ど
、
当
時
の
人
々
の
象

徴
観
念
に
お
け
る
身
体
部
位
表
現
の
意
識
を
論
じ
て
き
た（
中
村
二
〇
二
一
ａ
・
ｂ
・

入
稿
中
ａ
・
ｂ
）。
ま
た
、
被
覆
葬
の
よ
う
な
儀
礼
利
用
法
や
、
儀
礼
用
土
器
を
用
い

た
飲
食
・
灯
火
・
燻
煙
な
ど
の
身
体
感
覚
な
ど
も
重
要
で
あ
る
。
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二　

晩
期
東
北
の
顔
身
体
土
器
の
変
遷
と
そ
の
特
徴

⑴　

後
期
後
半
の
状
況

　

瘤
付
土
器
第
Ⅰ
～
Ⅱ
段
階
に
主
と
し
て
注
口
土
器
、
他
に
深
鉢
・
壺
等
に
若
干
例

の
顔
面
・
身
体
装
飾
が
付
さ
れ
る
ほ
か
、
土
偶
頭
頂
部
形
態
と
連
動
し
た
波
状
口

縁
頂
部
形
態
の
変
化
が
あ
る（
中
村
二
〇
一
五
）。
こ
の
う
ち
注
口
土
器
に
つ
い
て
は
、

通
常
の
注
口
土
器
に
付
さ
れ
る
帯
縄
文
と
は
異
な
る
特
殊
な
文
様
と
し
て
の
微
隆
線

文
を
も
つ
も
の
や
、
環
状
・
巻
貝
形
な
ど
の
特
殊
な
器
形
を
も
つ
も
の
が
一
部
に
発

達
す
る
異
形
化
の
動
き（
中
村
二
〇
一
七
）の
延
長
と
し
て
顔
身
体
化
を
位
置
づ
け
た
。

さ
ら
に
こ
の
時
期
に
出
現
す
る
香
炉
形
土
器
を
含
め
て
、
第
Ⅲ
～
Ⅳ
段
階
に
は
、
複

数
の
顔
面
を
も
つ
も
の
や
、
獣
面
と
の
融
合
例
、
注
口
部
下
部
に
二
瘤
を
付
し
男
性

器
に
見
立
て
る
動
き（
坂
口
二
〇
一
三
）、
な
ど
、
顔
身
体
化
が
拡
大
す
る
。
堀
ノ
内

例
な
ど
は
男
性
全
身
像
を
想
起
さ
せ
よ
う
。
注
口
土
器
以
外
の
動
き
も
加
味
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
加
曽
利
Ｂ
２
式
期
に
は
北
海
道
～
中
部
の
広
範
囲
で
異
形
台
付
土

器
・
下
部
単
孔
土
器
が
出
現
す
る
。
こ
の
時
点
で
は
稀
に
竪
穴
床
面
に
非
常
に
丁
寧

な
方
法
で
配
置
さ
れ
る
が
、
瘤
付
土
器
第
Ⅰ
段
階
に
は
事
例
が
増
加
し
て
い
く
。
そ

こ
で
新
た
に
出
現
し
た
微
隆
線
文
や
香
炉
形
土
器
も
次
の
時
期
に
は
床
面
出
土
例
が

増
加
す
る
。
筆
者
は
こ
う
し
た
一
連
の
動
向
を
、
稀
少
性
・
秘
儀
性
の
維
持
・
強
化

の
た
め
の
儀
礼
具
の
交
代
・
創
出
と
解
釈
し
た（
中
村
二
〇
二
〇
・
二
〇
二
一
）。
な
お
、

こ
の
解
釈
は
、
弥
生
甕
棺
墓
の
副
葬
品
の
変
化
を
「
エ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ

ム
論（M

iller1985

）」
で
説
明
し
た
中
園
聡（
二
〇
〇
四
）の
議
論
を
応
用
し
て
い
る
が
、

弥
生
社
会
の
よ
う
な
強
固
な
階
層
間
の
関
係
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（
中

村
大
一
九
九
九
・
二
〇
〇
〇
が
引
用
し
たM

orris 1987

の
議
論
と
も
類
似
）。

⑵　

東
北
晩
期
の
顔
身
体
土
器
の
五
グ
ル
ー
プ

　

東
北
地
方
で
は
こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
事
例
集
成
が
行
わ
れ
て
き
た（
渡
辺
前
掲
、

金
子
二
〇
一
六
～
二
〇
二
二
、
岡
本
二
〇
一
七
、
福
田
二
〇
一
八
）。
顔
面
部
分
の
み
の
破

片
で
詳
細
な
時
期
を
判
断
で
き
な
い
も
の
も
多
く
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
器
種
と
顔
面

の
位
置
を
も
と
に
、
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
を
行

い
た
い
。

注
口
土
器
Ａ
群　

注
口
土
器
の
口
縁
部
上
ま
た
は
口
縁
部
直
下
に
顔
面
を
付
す
も
の

で
、
後
期
末
葉
か
ら
継
続
す
る
。
器
形
が
判
明
す
る
も
の
の
う
ち
、
泉
屋
例
・
川
原

平
⑴
①
・
②
例
は
大
洞
Ｂ
式
で
あ
る
。
破
片
だ
が
七
折
例
・
宮
の
前
例
・
相
ノ
沢
例

は
泉
屋
例
の
よ
う
な
顔
面
が
突
出
し
た
例
と
考
え
ら
れ
、
川
原
平
⑴
③
～
④
例
も
注

口
土
器
口
縁
部
と
考
え
ら
れ
る（
岡
本
二
〇
一
八
）。
遮
光
器
眼（
鈴
木
二
〇
一
五
）の
相

ノ
沢
例
を
除
き
、
い
ず
れ
も
楕
円
形
隆
起
眼（
鈴
木
一
九
八
九
）で
あ
る
。
他
に
、
天

理
参
考
館
所
蔵
の
旧
大
野
村
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
眼
は
遮
光
器
眼
を
隆
帯
で
表
出

す
る
も
の
で
、
公
表
さ
れ
て
い
る
写
真
だ
け
で
は
胴
部
文
様
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、

目
と
口
の
位
置
関
係
を
遮
光
器
土
偶
の
編
年（
鈴
木
二
〇
一
五
）に
照
ら
す
と
、
大
洞

Ｂ
Ｃ
式
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
後
期
例
か
ら
継
続
し
て
顔
面
の
方
向
と
注
口

部
の
方
向
は
一
致
し
て
い
る
。

注
口
土
器
Ｂ
群　

胴
部
に
顔
面
を
付
す
も
の
で
、
確
実
な
も
の
は
大
洞
Ａ
式
の
七
社

宮
例
の
み
で
あ
る
。
注
口
土
器
Ａ
群
と
比
べ
た
本
例
の
特
徴
は
、
注
口
部
を
正
面
と

し
た
場
合
に
胴
部
両
側
面
に
顔
面
が
付
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
報
告
書
の
Ａ
面
は

円
形
刺
突
眼
で
、
Ｂ
面
は
眼
の
表
現
は
な
い
。
な
お
、
大
洞
Ｃ
１
～
２
式
の
大
芦
Ⅰ

例
に
つ
い
て
は
、
大
田
区
立
郷
土
博
物
館（
二
〇
〇
一
）の
展
示
で
顔
面
付
注
口
土
器

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
遺
存
し
て
い
な
い
部
分
に
注
口
部
が
付
さ
れ
て
い
た
可
能
性

は
あ
る
が
、
目
の
表
現
も
類
例
は
な
く
、
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
が
多
い
。

－ 190 －

顔身体土器群の変遷モデル



浅
鉢
Ａ
群　

浅
鉢
の
口
縁
部
に
顔
面
が
付
さ
れ
る
も
の
。
大
洞
Ｂ
式
の
石
郷
例
は
内

向
き
の
も
の
で
、
大
洞
Ｃ
１
式
の
大
沢
Ⅰ
例
や
、
顔
面
表
現
が
不
明
瞭
化
し
た
浜
川

目
沢
田
Ⅰ
例
へ
と
継
承
さ
れ
る
。
一
方
、
三
貫
地
例
は
形
態
か
ら
は
注
口
土
器
や
深

鉢
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
サ
イ
ズ
の
点
か
ら
従
来
説
に
従
い
浅
鉢
と
し
て

お
く
。
眼
の
表
出
技
法
は
、
い
ず
れ
も
沈
線
で
輪
郭
を
描
く
、
関
東
で
は
見
ら
れ
な

い
手
法
で
「
沈
線
輪
郭
眼
」
と
呼
称
し
て
お
く
。

浅
鉢
Ｂ
群　

浅
鉢
の
胴
部
に
顔
面
が
付
さ
れ
る
も
の
で
、
大
洞
Ｂ
Ｃ
式
の
向
様
田
Ａ

例
、
大
洞
Ｃ
２
式
の
五
月
女
萢
例
が
あ
る
。
後
者
は
、
底
面
に
顔
が
表
現
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
共
に
遮
光
器
眼
で
あ
る
。

深
鉢　

大
洞
Ｂ
式
期
に
波
状
口
縁
内
面
に
川
原
平
⑴
⑤
例
が
あ
る
。
眼
・
口
の
輪
郭

お
よ
び
眉
を
沈
線
で
描
き
、
鼻
の
部
分
を
粘
土
粒
を
貼
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
潟

県
新
発
田
市
か
ら
深
鉢
の
口
縁
部
直
下
に
顔
面
を
付
す
大
洞
Ｂ
Ｃ
式
の
事
例
が
出
土

し
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
変
動
期
に
お
け
る
周
縁
域
で
の
突
発
的
事
象
と
考
え
て

い
る
。

⑶　

関
東
の
状
況

　

東
北
に
お
け
る
各
群
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
前
に
、
関
東
の
状
況
に
つ
い
て
、

先
行
研
究（
林
二
〇
〇
〇
、
鈴
木
二
〇
一
二
ａ
・
ｂ
、
今
井
二
〇
一
三
）を
ふ
ま
え
た
検
討

結
果（
中
村
二
〇
二
一
ａ
・
入
稿
中
ａ
）お
よ
び
そ
の
後
の
知
見
を
示
し
て
お
く
。

　

安
行
２
式
に
は
、
安
行
系
の
円
形
隆
起
眼
群（
木
菟
顔
面
群
）、
安
行
３
ａ
式
期（
大

洞
Ｂ
式
期
）に
は
こ
れ
に
加
え
て
大
洞
系
の
楕
円
形
隆
起
眼
群
・
楕
円
形
沈
線
眼（
萩

野
谷
二
〇
二
〇
・
二
〇
二
二
例
な
ど
）の
二
系
列
が
並
存
し
て
お
り
、
埼
玉
県
後
谷
遺
跡

の
深
鉢
例
を
除
け
ば
い
ず
れ
も
注
口
土
器
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
う
ち
、
大
洞
系

の
一
群
は
本
稿
の
注
口
土
器
Ａ
群
の
系
統
を
引
く
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
注
口
土

器
自
体
は
関
東
独
自
に
変
容
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
安
行
３
ｂ
式
期
に
は
千
葉
・
新
潟
・
長
野
な
ど
前
時
期
に
顔
面
付
土
器

が
分
布
し
て
い
な
か
っ
た
地
域
に
少
数
例
が
出
現
す
る
。
最
近
報
告
さ
れ
た
泉
坂
下

例
は
大
洞
系
壺
の
胴
上
半
部
に
顔
面
が
付
さ
れ
る
点
で
類
例
の
な
い
資
料
で
あ
る

が
、
遮
光
器
眼
で
は
な
く
、
顔
面
お
よ
び
周
囲
の
文
様
は
あ
が
た
駅
南
例
を
継
承
し

て
お
り
、
こ
の
変
動
期
の
一
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
安
行
３
ｃ
式
期
に
は
関
東
で

も
大
き
な
変
容
を
迎
え
る
。
林
が
指
摘
す
る
よ
う
に
注
口
土
器
口
縁
部
か
ら
深
鉢
胴

部
へ
と
顔
面
の
位
置
が
変
化
す
る
。
顔
面
表
現
は
い
ず
れ
も
部
分
的
に
木
菟
顔
面
を

継
承
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
も
の
の
、
顔
の
輪
郭
は
隆
帯
・
沈
線
・
無
の
三
手
法
、

眼
の
描
出
は
楕
円
形
隆
起
眼
・
円
形
隆
起
眼
・
沈
線
眼
の
三
手
法
と
多
様
化
し
、
事

例
数
も
増
え
る
。
近
年
、
粗
製
壺
を
用
い
る
例
も
出
土
し
た
。
大
形
石
棒
の
屋
外
出

土
例
の
増
加
も
含
め
て
身
体
象
徴
を
用
い
た
行
為
の
強
化
が
伺
え
る（
中
村
二
〇
二
二

ｂ
）。
一
部
は
安
行
３
ｄ
式
ま
で
下
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、
大
洞
Ｃ
２
式
併
行
期

に
は
浅
鉢
外
面
の
口
縁
部
直
下
に
顔
面
を
付
す
千
網
谷
戸
例
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
荒
海
２
式
期（
大
洞
A’
式
併
行
期
）に
山
武
姥
山
例
や
大
崎
台
例
な
ど
、

深
鉢
口
縁
部
に
顔
面
を
持
つ
例
が
数
例
出
現
す
る
。

⑷　

東
北
に
お
け
る
顔
身
体
土
器
の
器
種
の
交
代
と
そ
の
背
景

　

東
北
も
関
東
も
後
期
末
葉
か
ら
晩
期
初
頭
に
注
口
土
器
の
口
縁
部
に
顔
が
付
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、
晩
期
中
葉
に
は
浅
鉢
ま
た
は
深
鉢
の
胴
部
に
付
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
筆
者
の
概
念
で
い
え
ば
、「
顔
身
体
土
器
」
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
が
、
別
の
器
種
に
移
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
東
北
の
大
洞
Ｂ
式

期
は
そ
の
摸
索
期
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

注
口
土
器
の
口
縁
部
に
顔
面
を
付
す
も
の
は
、
注
口
部
の
男
性
象
徴
性
も
含
め
て

全
身
像
を
表
現
し
て
い
た
と
解
釈
し
た
が
、
土
器
の
胴
部
に
顔
が
表
現
さ
れ
た
も
の

は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
関
東
の
事
例
を
論
じ
た
際
に
は
、
注
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東北の晩期顔身体土器

岩 :浜川目沢田Ⅰ 2922

秋 :向様田Ａ 80-9

福 :三貫地 260-19

青 :川原平 (1)② Ⅶ-82-4

青 :川原平 (1)① Ⅱ-28-5岩：泉屋 115-9082

秋 :堀ノ内 194-2

青 :五月女萢 Ⅲ-36-25-87

福 :七社宮

青 :石郷 23-57

岩：大芦Ⅰ 43-444

注口土器浅鉢

〔浅鉢Ａ群〕

〔注口土器Ａ群〕

〔浅鉢Ｂ群〕

〔注口土器Ｂ群〕

瘤
付
土
器
第
Ⅳ
段
階

大
洞
Ｂ
式

大
洞
Ｃ
１
式

大
洞
Ｂ
Ｃ
式

大
洞
Ｃ
２
式

大
洞
Ａ
式

内向き化

両面化

上部だけ独立？

岩 :旧大野村新 :村尻 9-65

北 :茂辺地

香炉形土器

青 :川原平 (1) Ⅱ-21-1

A B

深鉢

青 :川原平 (1)⑤ Ⅳ-147-3

秋 :大沢Ⅰ  53-2524

山 :宮の前 111-66 岩 :相ノ沢 189-98岩 :七折 17-4

青 :月見岱Ⅰ 参 329

青 :川原平 (1)③ Ⅰ-10-1

顔面部破片

同⑤ Ⅴ-35-15同④ Ⅳ-128-17

S=1:8

岩 :浜川目沢田Ⅰ② 3307

－ 192 －

顔身体土器群の変遷モデル



関東の晩期顔身体土器（主要例）

埼 :本上 2 次 27-16

埼 : 長竹 Ⅳ 200

埼 :諏訪木 Ⅱ 18-14

埼 : 赤城 324-5

栃 :あがた駅南 379-1

注口土器

〔木菟顔面群〕

〔大洞系楕円形隆起眼群〕

浅鉢

深鉢

埼 :後谷 100-22

群 :千網谷戸 C-ES 地点

安
行
２
式

安
行
３
ａ
式

安
行
３
ｃ
式

安
行
３
ｂ
式

大
洞
Ｃ
２
式

〔円形隆起眼群〕〔楕円形隆起眼群〕

埼 :駒形 埼 :赤城 304-6 埼 :馬場小室山 5 次 9-19

〔沈線眼群〕

群 : 唐掘 229-1

関東の晩期顔身体土器（主要例）

S=1:8

茂辺地：『上磯町史』
村尻：『北越考古学』９
旧大野村：『ひと・もの・こころ』2-3
月見岱：『日本原始美術２』
久台：『企画展　最新収蔵品出土品展』2011
駒形：田部井 2013
千網谷戸：中村作成
他は報告書より

埼 :久台
茨：泉坂下 Ⅵ 39-38

壺
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口
土
器
か
ら
深
鉢
、
口
縁
部
か
ら
胴
部
へ
の
変
化
を
、
構
造
的
な
「
転
換
」（
レ
ヴ
ィ

＝
ス
ト
ロ
ー
ス
一
九
七
九
）と
理
解
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回

改
め
て
東
北
の
事
例
を
検
討
し
た
結
果
、
以
下
の
仮
説
が
妥
当
と
考
え
た
。

　

ま
ず
、
注
口
土
器
Ａ
群
か
ら
浅
鉢
Ａ
群
へ
の
変
化
の
過
程
に
、
三
貫
地
例
を
挟
む

こ
と
で
外
向
き
→
外
・
内
向
き
→
内
向
き
の
漸
移
的
変
化
を
説
明
で
き
る
。
ま
た
、

浅
鉢
Ａ
群
・
Ｂ
群
は
い
ず
れ
も
、
注
口
土
器
Ａ
群
の
最
上
段
部
分
を
独
立
さ
せ
た
も

の
と
説
明
で
き
る
。

　

後
者
は
、
首
狩
り
に
相
当
す
る
行
為
で
あ
り
、
中
期
勝
坂
式
の
顔
面
把
手
の
も
ぎ

取
り
行
為（
中
村
二
〇
一
三
）を
想
起
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
浅
鉢
Ａ
群
・
Ｂ
群
は
頭
部

像
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
解
釈
の
難
点
は
、
実
際
に
注
口
土
器
Ａ
群
の
最
上
段

全
体
の
出
土
例
が
あ
が
た
駅
南
例
を
除
き
存
在
せ
ず
、
多
く
は
顔
面
部
分
の
み
が
遺

存
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
注
口
土
器
は
引
き
続
き
作
ら
れ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
顔
面
装
飾
が
付
さ
れ

な
く
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
残
さ
れ
て
い
る
。
関
東
の
顔
身
体
土
器
の
変
化
の
背

景
と
し
て
、
大
洞
Ｂ
式
と
安
行
３
ａ
式
の
融
合
期
か
ら
、
３
ｂ
式
期
の
変
動
期
を
経

て
、
安
行
式
か
ら
縄
文
施
文
が
消
え
る
３
ｃ
式
期
と
い
う
土
器
に
反
映
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
社
会
変
動
を
推
察
で
き
る
が
、
東
北
の
顔
身
体
土
器
の
変
化
は
大
洞
Ｂ
式
期
に

既
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
別
の
理
由
が
必
要
で
あ
る
。
東
北
で
注
口
土
器
・
浅
鉢
を

め
ぐ
っ
て
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
東
北
で
顔
身
体
土
器
の
器
種
を

切
り
替
え
た
き
っ
か
け
は
、
あ
が
た
駅
南
例
を
含
む
関
東
に
お
け
る
大
洞
系
の
注
口

土
器
Ａ
群
の
模
倣
製
作
の
出
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
期
の
異
形
化
・
顔
身
体
化

同
様
に
儀
礼
具
の
交
代
に
よ
っ
て
価
値
の
維
持
を
図
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
こ

と
は
、
大
塚
達
朗（
二
〇
〇
〇
）が
深
鉢
文
様
の
「
対
化
」
現
象
と
し
て
論
じ
た
関
東

と
東
北
の
密
接
な
関
係
性
を
別
の
事
象
か
ら
論
じ
た
こ
と
に
な
る
。

三　

七
社
宮
例
の
解
釈

　

最
後
に
孤
高
の
存
在
で
あ
る
七
社
宮
例
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
モ

デ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
を
図
り
た
い
。
ま
ず
、
大
洞
Ｃ
２
式
の
浅
鉢
Ｂ
群
か
ら
、
再

び
注
口
土
器
に
戻
っ
た
件
に
つ
い
て
は
、
関
東（
千
網
谷
戸
例
）に
お
け
る
大
洞
系
の

浅
鉢
Ｂ
群
の
模
倣
製
作
が
き
っ
か
け
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
解
釈
は
前
述
の
後
期
後

葉
の
解
釈
を
継
承
す
る
も
の
だ
が
、
地
域
間
の
関
係
性
を
問
題
と
し
て
い
る
点
で
異

な
る
。
こ
の
点
、
大
洞
Ｂ
式
期
も
Ｃ
２
式
期
も
、
関
東
か
ら
見
た
場
合
、
精
製
土
器

全
般
的
に
東
北
と
の
土
器
の
類
似
性
が
高
ま
る
時
期
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
全
体
の
動
向
の
な
か
で
、
東
北
側
が
独
自
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
大
洞
式
に
お
い
て
は
新
た
な
器
種
を
作
り
出
す
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
、「
顔
身
体
土
器
」
の
カ
テ
ゴ
リ
は
再
び
注
口
土
器
に
戻
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
以
前
と
異
な
り
、
胴
部
両
側
面
に
顔
面
を
配
し
て
い
る
。
新
た

な
顔
身
体
土
器
を
模
索
す
る
中
で
両
面
と
し
た
が
、
顔
は
胴
部
に
付
す
も
の
と
い
う

大
洞
Ｃ
２
式
期
の
観
念
を
継
承
し
て
側
面
に
付
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
東
北
晩
期
の
顔
身
体
土
器
の
多
く
は
遺
構
外
出
土
ま
た
は
出
土
状
況
不
明

で
あ
る
が
、
本
例
は
、
大
洞
Ｃ
２
式
を
含
む
埋
設
土
器
群
の
一
角
の
小
さ
な
土
坑
内

に
、
底
部
を
抜
か
れ
て
倒
置
さ
れ
る
と
い
う
二
手
間
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
顔
身
体

土
器
の
最
終
使
用
方
法
に
関
す
る
象
徴
操
作
の
強
化
を
想
定
で
き
る
。

引
用
文
献

石
井　

匠　

二
〇
一
一
年　
「
モ
ノ
と
心
の
先
史
人
類
学
―
「
初
原
的
同
一
性
」
と
「
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
」
―
」『
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

第
三
号

今
井
哲
哉　

二
〇
一
三
年　
「
國
學
院
大
學
学
術
資
料
館
所
蔵
「
顔
面
付
双
口
注
口
土
器
」
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の
検
討
」『
國
學
院
大
學
考
古
学
資
料
館
紀
要
』
第
二
九
輯

大
田
区
立
郷
土
博
物
館　

二
〇
〇
一
年　
『
顔
が
つ
い
た
土
器
』

大
竹
憲
治
編　

一
九
九
八
年　
『
七
社
宮
』　

浪
江
町
教
育
委
員
会

大
塚
達
朗　

二
〇
〇
〇
年　
『
縄
紋
土
器
研
究
の
新
展
開
』　

同
成
社

岡
本　

洋　

二
〇
一
七
年　
「
川
原
平
⑴
遺
跡
出
土
の
人
面
土
器
」『
青
森
県
考
古
学
』
第

二
五
号

岡
本　

洋　

二
〇
一
八
年　
「
川
原
平
⑴
・
⑷
遺
跡
の
人
面
お
よ
び
動
物
意
匠
付
土
器
」『
青

森
県
立
郷
土
館
研
究
紀
要
』
第
四
二
号

金
子
昭
彦　

二
〇
一
六
年　
「
東
北
地
方
・
縄
文
晩
期
の
土
偶
関
連
遺
物（
一
）」『
岩
手
県
立

博
物
館
研
究
報
告
』
三
三

金
子
昭
彦　

二
〇
一
七
～
二
〇
二
〇
年　
『
岩
手
県
文
化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
紀
要（
二
）
～（
五
）』
三
六
～
三
九

金
子
昭
彦　

二
〇
二
一
～
二
〇
二
二
年　
「
東
北
地
方
・
縄
文
晩
期
の
土
偶
関
連
遺
物（
六
）

～（
七
）」『
岩
手
考
古
学
』
三
二
～
三
三

小
杉　

康　

二
〇
〇
六
年　
「
土
器
造
形
の
発
達
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
操
作
」『
心
と
形
の
考
古
学
』

同
成
社

小
杉　

康　

二
〇
〇
七
年　
「
物
語
性
文
様
―
縄
文
中
期
の
人
獣
土
器
論
―
」『
縄
文
時
代
の

考
古
学
一
一　

心
と
信
仰
』　

同
成
社

坂
口　

隆　

二
〇
一
三
年　
「
縄
文
時
代
の
男
性
的
シ
ン
ボ
ル
に
関
す
る
基
礎
的
研
究　

上
・

下
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
九
七
巻
第
三
・
四
号

鈴
木
克
彦　

二
〇
一
五
年　
『
遮
光
器
土
偶
の
集
成
研
究
』　

弘
前
学
院
出
版
会

鈴
木
正
博　

一
九
八
九
年　
「
安
行
式
土
偶
研
究
の
基
礎
」『
古
代
』
第
七
二
号

鈴
木
正
博　

二
〇
一
二
年
ａ　
「
大
宮
台
地
を
中
心
と
し
た
「
人
面
文
土
器
」
―
馬
場
小
室

山
遺
蹟
の
「
人
面
文
土
器
」
か
ら
洞
察
す
る
地
域
社
会
の
波
動
―
」『
先
史
文

化
研
究
の
新
視
点
Ⅲ　

土
偶
と
縄
文
社
会
』　

雄
山
閣

鈴
木
正
博　

二
〇
一
二
年
ｂ　
「
平
面
を
考
え
る
―
「
吊
り
眉
様
式
」
の
展
望
は
大
き
い
顔

か
ら
！
―
」『
利
根
川
』
三
四

谷
口
康
浩　

二
〇
一
一
年　
「
縄
文
土
器
の
造
形
か
ら
読
む
縄
文
人
の
心
」『
縄
文
土
器
名
宝

展
』　

山
梨
県
立
考
古
博
物
館

谷
口
康
浩　

二
〇
二
一
年　
『
土
偶
と
石
棒
』　

雄
山
閣

中
園　

聡　

二
〇
〇
四
年　
『
九
州
弥
生
文
化
の
特
質
』　

九
州
大
学
出
版
会

中
村　

大　

一
九
九
九
年　
「
墓
制
か
ら
読
む
縄
文
社
会
の
階
層
化
」『
最
新
縄
文
学
の
世
界
』

朝
日
新
聞
社

中
村　

大　

二
〇
〇
〇
年　
「
狩
猟
採
集
民
の
副
葬
行
為
」『
季
刊
考
古
学
』
第
七
〇
号

中
村
耕
作　

二
〇
一
三
年　
『
縄
文
土
器
の
儀
礼
利
用
と
象
徴
操
作
』　

ア
ム
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

中
村
耕
作　

二
〇
一
四
年　
「
身
体
表
現
を
持
っ
た
土
器
と
そ
の
考
古
学
的
課
題
」『
國
學
院

大
學
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
第
三
〇
輯

中
村
耕
作　

二
〇
一
五
年　
「
瘤
付
土
器
成
立
期
の
顔
面
装
飾
と
頭
頂
部
表
現
」『
國
學
院
大

學
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
第
三
一
輯

中
村
耕
作　

二
〇
一
七
年　
「
異
形
注
口
土
器
の
カ
テ
ゴ
リ
認
識
」『
理
論
考
古
学
の
実
践
Ⅱ
』

中
村
耕
作　

二
〇
一
九
年　
「
縄
文
土
器
と
儀
礼
」『
季
刊
考
古
学
』
第
一
四
八
号

中
村
耕
作　

二
〇
二
〇
年　
「
縄
文
時
代
後
期
後
半
の
北
日
本
に
お
け
る
竪
穴
床
面
出
土
土

器
」『
縄
文
時
代
』
第
三
一
号

中
村
耕
作　

二
〇
二
一
年　
「
注
口
土
器
・
香
炉
形
土
器
の
異
形
化
・
顔
身
体
化
と
社
会
背
景
」

『
季
刊
考
古
学
』
第
一
五
五
号

中
村
耕
作　

二
〇
二
二
年
ａ　
「
晩
期
前
半
期
の
顔
面
装
飾
付
土
器
群
に
お
け
る
下
ヶ
戸
例

の
位
置
」『
下
ヶ
戸
貝
塚
Ⅹ
』　

我
孫
子
市
教
育
委
員
会

中
村
耕
作　

二
〇
二
二
年
ｂ　
「
縄
文
時
代
晩
期
の
大
形
石
棒
集
積
と
そ
の
系
譜
」『
縄
文
時

代
』
第
三
三
号

中
村
耕
作　

入
稿
中
ａ　
「
顔
身
体
土
器
」『
季
刊
考
古
学
』
別
冊
四
〇
号

中
村
耕
作　

入
稿
中
ｂ　
「
顔
身
体
土
器
群
の
展
開
過
程
と
身
体
部
位
表
現
」『
モ
ノ
・
構
造
・

社
会
の
考
古
学　

―
今
福
利
恵
博
士
追
悼
論
文
集
―
』

野
坂
知
広　

二
〇
〇
八
年　
「
両
性
具
有
の
注
口
土
器
―
浪
江
町
七
社
宮
遺
跡
出
土
資
料
の

再
検
討
―
」『
福
島
考
古
』
第
四
九
号
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萩
野
谷
悟　

二
〇
二
〇
年　
「
茨
城
県
那
珂
市
南
篭
内
遺
跡
の
人
面
付
土
器
」『
茨
城
県
考
古

学
協
会
誌
』
第
三
二
号

萩
野
谷
悟　

二
〇
二
二
年　
「
千
葉
県
多
古
町
桜
宮
遺
跡
の
人
面
付
土
器
」『
茨
城
県
考
古
学

協
会
誌
』
第
三
四
号

林　

克
彦　

二
〇
〇
〇
年　
「
顔
と
器
―
縄
文
時
代
晩
期
の
「
顔
付
き
土
器
」
に
つ
い
て
―
」

『
青
山
史
学
』
第
一
八
号

福
田
友
之　

二
〇
一
八
年　
「
青
森
県
出
土
の
顔
面
装
飾
付
き
土
器
」『
東
北
北
部
先
史
文
化

の
考
古
学
』　

同
成
社

吉
本
洋
子
・
渡
辺
誠　

一
九
九
四
年　
「
人
面
・
土
偶
装
飾
付
土
器
の
基
礎
的
研
究
」『
日
本

考
古
学
』
第
一
号

吉
本
洋
子
・
渡
辺
誠　

一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
五
年　
「
人
面
・
土
偶
装
飾
付
深
鉢
形
土
器

の
基
礎
的
研
究（
追
補
・
追
補
２
）」『
日
本
考
古
学
』
第
八
号
・
第
一
九
号

吉
本
洋
子
・
渡
辺
誠　

二
〇
〇
四
年　
「
目
鼻
口
を
欠
く
人
面
装
飾
付
深
鉢
形
土
器
」『
山
梨

考
古
学
論
集
Ⅴ
』　

山
梨
県
考
古
学
協
会

渡
辺　

誠　

一
九
八
九
年　
「
異
形
な
る
も
の
と
呪
術
」『
人
間
の
美
術
１　

縄
文
の
神
秘
』　

学
研

渡
辺　

誠　

一
九
九
二
年　
「
人
面
把
手
付
土
器
の
廃
棄
」『
史
峰
』
第
一
八
号

渡
辺　

誠　

一
九
九
五
年　
「
人
面
装
飾
付
の
釣
手
土
器
」『
比
較
神
話
学
の
展
望
』　

青
土

社

渡
辺　

誠　

一
九
九
七
年
ａ　
「
足
を
広
げ
た
縄
文
土
器
」『
堅
田
直
先
生
古
希
記
念
論
文
集
』

渡
辺　

誠　

一
九
九
七
年
ｂ　
「
人
面
装
飾
付
注
口
土
器
の
機
能
に
つ
い
て
」『
双
葉
』　

	

双
葉
町
教
育
委
員
会

渡
辺　

誠　

一
九
九
八
年
ａ　
「
人
面
装
飾
付
注
口
土
器
と
関
連
す
る
土
器
群
に
つ
い
て
」

	

『
七
社
宮
』
浪
江
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
一
二
冊

渡
辺　

誠　

一
九
九
八
年
ｂ　
「
舟
形
口
縁
付
注
口
土
器
の
研
究
」『
名
古
屋
大
学
古
川
総
合

資
料
館
報
告
』
一
四

渡
辺　

誠　

一
九
九
八
年
ｃ　
「
人
面
・
足
形
装
飾
付
の
香
炉
形
土
器
」『
名
古
屋
大
学
文
学

部
研
究
論
集
』
一
三
一
史
学

渡
辺　

誠　

一
九
九
九
年　
「
下
部
単
孔
土
器
の
研
究
」『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』

一
三
四
史
学

渡
辺　

誠　

二
〇
〇
〇
年　
「
人
面
・
土
偶
装
飾
付
土
器
の
体
系
」『
季
刊
考
古
学
』
第
七
三

号

渡
辺　

誠　

二
〇
〇
一
年　
「
縄
文
時
代
の
人
面
・
土
偶
装
飾
付
土
器
」『
顔
が
つ
い
た
土
器
』　

大
田
区
立
郷
土
博
物
館

渡
辺　

誠　

二
〇
〇
二
年　
「
足
形
装
飾
付
土
器
に
つ
い
て
」『
連
郷
遺
跡
』
第
三
分
冊　

い

わ
き
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
八
八
冊

渡
辺　

誠　

二
〇
〇
三
年　
「
動
物
内
蔵
土
器
・
狩
猟
文
土
器
の
再
検
討
」『
史
峰
』
第
三
〇

号

渡
辺　

誠　

二
〇
〇
四
年
ａ　
「
人
面
・
土
偶
装
飾
付
有
孔
鍔
付
土
器
の
研
究
」『
山
梨
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
・
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
〇

渡
辺　

誠　

二
〇
〇
四
年
ｂ　
「
縄
文
の
女
神
―
人
面
・
土
偶
装
飾
付
土
器
に
み
る
縄
文
人

の
精
神
世
界
」『
縄
文
の
女
神
』　

山
梨
県
立
考
古
博
物
館

渡
辺　

誠　

二
〇
〇
五
年　
「
人
面
装
飾
付
釣
手
土
器
の
再
検
討
」『
山
梨
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
・
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
一

渡
辺　

誠　

二
〇
〇
六
年　
「
山
梨
県
出
土
の
人
面
・
土
偶
装
飾
付
深
鉢
」『
山
梨
県
埋
蔵
文

化
財
セ
ン
タ
ー
・
山
梨
県
立
考
古
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
二

渡
辺　

誠　

二
〇
〇
八
年
ａ　
「
人
面
装
飾
付
浅
鉢
形
土
器
類
に
つ
い
て
」『
橿
原
考
古
学
研

究
所
論
集
』
第
一
五

渡
辺　

誠　

二
〇
〇
八
年
ｂ　
「
人
面
・
土
偶
装
飾
付
壷
形
土
器
類
に
つ
い
て
」『
史
峰
』
第

三
六
号

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス　

一
九
七
九
年　
『
構
造
・
神
話
・
労
働
』　
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顔身体土器群の変遷モデル


